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近代中国の在外領事とアジア
　 華人保護と領事裁判権からみる近代的変容 　
青 山　治 世
　昨年（2014 年）、単著『近代中国の在外領事とアジア』と共著『出使日
記の時代　清末の中国と外交』（岡本隆司・箱田恵子との共著）を公刊した
（ともに名古屋大学出版会）。単著は修士課程以来 15 年にわたって続けて
いた研究成果をまとめたものである。今回は、主に単著の内容とその執筆
の背景について報告を行った。
　まず、「あとがき」に即して、拙著をどのような位置づけで読んでいた
だきたいかを、いわゆる「一国史」の克服の文脈で説明した。すなわち、
アジア諸国における西洋の諸制度の受容過程を見る際には、各国における
受容過程を個別に解明し、それらを並列的に比較するだけでは十分ではな
く、西洋の諸制度に接触したアジア諸国が、それぞれどのようにそれらを
受けとめ、互いにいかに影響し合いながら受容していったのかという相互
作用的な歴史過程が追究されねばならない。拙著は、領事制度や領事裁判
権を事例に、それを試みたものであった。
　つづいて、拙著の構成を簡単に説明した。第Ⅰ部「華人保護論の展開と
在外領事拡大論議」（第 1～5 章）では、華人保護論の広がりを受けて、19
世紀後半の中国において在外領事制度は定着していったが、その一方で、
中国領事の拡大に対しては、中国側はその引き替えとして西洋側からの内
地開放要求が強まることを警戒し、西洋側は自国の植民地における華人統
治への阻害要因となることを警戒するなど、双方において慎重な意見が見
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られたことを明らかにした。第Ⅱ部「中国の在外領事裁判と東アジア」（第
6～10 章）では、清朝末期の中国が日本・朝鮮において領事裁判権を行使し、
またベトナムにおいても行使しようとした過程と実態を、条約上の規定の
成立過程や実際の裁判事例などを検討することによって明らかにした。
　また、拙著の全体の内容を、⑴場面設定が「アジア」である理由、⑵中
国の「周辺」「周縁」における華人保護のあり方、⑶中国による華人保護
論の展開と在外領事拡大論議に見られた特徴、⑷中国が東アジア地域にお
いて領事裁判権を行使した（あるいは行使しようとした）ことの意味、に分
けて総括した。
　最後に、近代東アジア国際関係史研究における拙著の意義と今後の課題
について述べた。まず、拙著の帯文（宣伝文）が「中国は不平等条約体制
の被害者だったのか」となったいきさつについて紹介し、条約上の〈平等
―不平等〉を問うことが主だった中国大陸を中心としたこれまでの「不平
等条約」研究の枠組みを脱することの必要性を論じた。さらに、西洋近代
が東アジアに “ 持ち込んだ ” 領事制度や領事裁判というシステムが、東ア
ジア諸国間における相互作用や西洋諸国との摩擦をへながら、いかにして
定着していったのかを解明することによって、西洋との接触やアジア諸国
間の接触が複雑に絡み合ったアジアの「近代」を複眼的に再検討しようと
した拙著の意図を改めて説明し、そのためには、日本や韓国を事例とした
諸研究との対話が不可欠である点を今後の課題として言及し、報告を終え
た。
　発表後の質疑応答において、華人保護や領事設置といった政策を推進し
ようとした中国の官僚たちは、自らの主張を新聞・雑誌などのメディアを
活用して「民」にもアピールすることはあったのかという趣旨の質問を、
立尾真士先生よりいただいた。それに対して、日清戦争以前の中国では、
中国人自身による新聞・雑誌の刊行は限定的であったが、英国資本の上海
の新聞（『申報』）などには、そうした政策を唱えた官僚の上奏文が掲載さ
れることがあり、そうした上奏文の掲載を見越して、自らの政策をアピー
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ルすることもあったと思われる、と回答した。
